
７／３１（月）の行事

報道発表資料の配付日時 ７月６日（木）１０時００分

発 表 項 目 女性のための災害対応ワークショップ
（ 行 事 名 ） ～まさかのその時、どうする私!?～

記者レクチャー (実施日時) 発 表 者

の お 知 ら せ 発表場所

【ポイント】
概 要 ○ 性別役割分担意識やアンコンシャスバイアス（性別による無意識の思

い込み）により、災害対応や防災の現場にリーダーとして参画する女性
が少ない状況にあります。

○ 女性の視点から必要な知識を共有し、災害対応や防災への意識を高め
ることを目的にワークショップを開催し、女性や子どもたちの視点に立
った備えや避難所運営について、専門家と一緒に考えます。

１ 日 時 令和５年(2023年)7月31日（月）10:00～12:00
２ 場 所 沼ノ端交流センター（苫小牧市北栄町3-3-3）
３ 参加対象 女性のための災害対応に関心のある方

４ 定 員 先着30名（子ども同伴可）
５ 申込方法 次のURLから申込フォームにアクセスしてください。

https://forms.gle/EMnh8wALf28VFmoG8
６ 内 容
（1）基調講演「女性や子ども視点の避難所運営」

講師 住友 静恵 氏
すみとも しず え

（北海道防災教育アドバイザー・気象防災アドバイザー・気象予報士・北海道防災会議委員）

（2）ワークショップ 「避難所運営を体験してみよう」 (大人用)

講師 住友 静恵 氏
すみとも しず え

（3）ワークショップ 「防災かるたづくり体験」 (小学生用)

進行 佐々木 夏美 氏
さ さ き なつ み

（苫小牧ケーブルテレビアナウンサー）

参 考 詳細については、添付のチラシをご覧ください。

報 道 ( 取 材 ) に 当
た っ て の お 願 い

他 の ク ラ ブ 同 時 配 付 (場所) 道政記者クラブ
と の 関 係 同 時 レ ク

担 当 環境生活部くらし安全局道民生活課女性支援室（担当：主幹 小林）
（ 連 絡 先 ） TEＬ（ダイヤルイン）０１１－２０４－５２１７（内線２４－１５７）

公用スマホ ０１１－５８５－６１０４（内線４２８４６）



無料
参加

主な
内容

右記二次元コードもしくはURL
から専用フォームにアクセスし、
質問項目に回答を記入してください。

30名（子ども同伴可）大
人定員 申込締切

参加対象

7/20
女性のための災害対応に関心のある方

お
申
し
込
み
方
法

質問項目／氏名・年齢・避難時に介護を必要
とする同居者の有無 ※小学生以下・高齢者など
https://forms.gle/EMnh8wALf28VFmoG8

木

専用フォーム
はコチラから

苫小牧市北栄町3-3-3
沼ノ端交流センター ミーティングルーム

会場

●基調講演
 「女性や子ども視点の避難所運営」

●ワークショップ 　　　
 「避難所運営を体験してみよう」

株式会社クナウパブリッシング（受託業者）
北海道（環境生活部くらし安全局道民生活課女性支援室・総務部危機対策局危機対策課）

※新型コロナウイルス感染防止対策を実施しております。来場者の皆様のご協力をお願い致します。

主 催

運 営 Mai l Te l 080-9619-4983（担当：西村）kunamaga@sogo-printing.com

災害対応
ワークショップ

女性のための

2005年より気象キャスターとしてNHK「おはよう北海道」な
どのテレビやラジオでの解説業務とともに、テレビや新聞な
どの予測業務にも従事。現在は障がい者の就労支援に携わ
りながら、主に女性や障がい者など災害弱者の視点から防
災・減災に取り組んでいる。

北海道防災教育アドバイザー・
気象防災アドバイザー・気象予報士・
北海道防災会議委員

講 師

佐々木 夏美氏
2012年より、自局の番組に出演して市内で活躍する人や店
の情報を紹介するほか、男女平等参画や防災に関する取材
にも携わり、テレビ画面を通じて情報発信している。父親が
消防団員だったこともあり、防災に関しても勉強と発信を続
けていきたいと考えている。

苫小牧ケーブルテレビ

2023.7/31日時

司 会

10 :00   12 :00
M

ON

住友 静恵氏

●　避難所運営ってどんなことが必要なの？
●　避難所運営責任者に女性が少ない影響は？
●　女性ならではの備蓄や防災グッズは？
●　気象予報士の仕事って？

こんなことに興味がある方へ

ま
さ
か
の
そ
の
時
︑
ど
う
す
る
私
！？

大人用

「防災かるたづくり体験」

夏休みの
自由研究にも！

小学生対象

※運営上、お子様単独でのご参加は　ご遠慮いただいております。


